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授プランをめぐって生物教員の専門雑誌『学校の生物（Biologie in der Schule）』（1952 年創刊，
以下 BioS）で行なわれた討論をトレースしながら，明らかにする．その際，生物教授プランは
とくに性問題が取り扱われる学年のそれに限定される．すなわち，表 1 の生物教授プランのう
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ソ連占領期から 1959 年までの DDR における生物教授プランの変遷と性教育
ち，○で囲まれた番号のものを検討することになる（以下，生物教授プランについてはこの番号
も併せて表示する）．
　ところで，DDR における戦後 30 年の生物の授業の発展を総括した Dietrich/Kummer（1979）
は，1979 年までのその発展を 3 つの段階に分けている．すなわち，①第 1 段階：1945 年春から
1949 年までの反ファシズム・民主主義学校改革の時期を含む生物授業の反ファシズム・民主主
義的変革期，②第 2 段階：1949 年秋から 60 年代初頭までの，社会主義学校における生物授業の
構築期，③第 3 段階：社会主義学校の内容の仕上げ期における生物の授業（1963 年以降），であ
る（401-402）．　
　また生物の教授プランの成立から見ると，生物教授プランの変遷の時期は，①ソ連占領期にお
ける 1947 年学校法下での暫定的な生物教授プランの時期，② 1951 年生物教授プランから 1959
年生物教授プラン成立までの時期，③ 1959 年学校法下での生物教授プランの時期（1968 年ま
で），④ 1965 年学校法下での 1968 年生物教授プランの時期（1989 年まで），④ 1989 年生物教授
プランからドイツ再統一までの時期，の４つに区分することができる．
　しかし，生物の教授プランを性教育との関係という視点でみていくと，別の段階区分が見えて
くるであろう．例えば，第 1 段階は同じだが，第 2 段階以降はだいぶ様相が異なってくる．これ
から検討するように，50 年代前半と後半では性に関する部分の記述がだいぶ違っている．また，
第 3 段階についても 63 年から 79 年までを連続したものとみなすことはできない．69 年の生物
の教授プランは，それまでの 59 年生物教授プランとはかなり質的に異なるからである．さらに，






　1945 年 5 月 8 日のナチス崩壊後，ソ連占領地域では，8 月 2 日の「ポツダム協定」，ソ連軍政
府（SMAD）指令第 40 号（Befehl Nr. 40 der SMAD über die Vorbereitung der Schulen zum 
Schulbetrieb. 1945 年 8 月 25 日 , MONUMENTA PAEDAGOGICA 1970, Band Ⅵ : 182）とド
イツ人民教育中央管理局（Deutsche Zentralverwaltung für Volksbildung）の施行規則にもと
づいて，早くも 10 月から学校が再開された．
　Dietrich/Kummer（1979）によれば，この人民教育中央管理局の施行規則と人民学校用暫定







　その後，「ドイツ学校民主化法」（1946 年 6 月 12 日施行，以下 46 年学校法）が公布されて，







主義教育の具体化として，教育の無償化（第 5 条）と授業の体系性・科学性の保証（第 4 条）が
挙げられる．第 4 は，学校の管理運営に対する教員，生徒，親の参加が保障されていることであ
る（第 6 条 e, f）．ただし，こうした参加を前提としつつも，最終的には校長が責任の権限を有
している（第 6 条 c）．第 5 に，この学校は男女平等の民主的学校システムだということである
（第 2 条）．しかし，この男女平等は男女共学を必ずしも意味していないことに留意する必要があ
る（この点については，池谷 2010 参照）．最後に，戦前と異なり 8 年制の基礎学校が設けられた
ことが挙げられる（第 2 条 b）．
　この 1946 年学校法にもとづいて，学校体系は図 1 のようになった（池谷 2010，図 1：
Autorenkollektiv 1960: 384 より，安藤・梅根編 1963: 153，参照）．
　２．ソ連占領地区基礎・上級学校用教授プラン．生物
　この 46 年学校法にもとづき，同年の 7 月 1 日に，ドイツ人民教育中央管理局は，これまでの
移行教授プランにとって代わる「ソ連占領地区基礎・上級学校用教授プラン．生物」（① : 






















　第 5 学年から始まる生物教授プランは，次のような構成になっている（表 2）．
　これでわかるように，戦後の最初の教授プランでは，まず第 1 に，「人間学」に関する知識を
5 学年から第 11 学年のすべてにわたって教えることになっている．そして第 11 学年の「人間学」
の一部で「人間の個体発生」として，性に関する授業が予定されていた．その内容としては受
精，胚の発育や出産が中心であった．
　1 年後の 1947 年 9 月 1 日には，この間の経験にもとづいて，教授プランは改訂される．もっ
とも，歴史の教授プランを除いては，ほとんど変更がなかった（Uhlig 1975: 346）．ただ，1947

































































































































　1949 年 10 月に DDR がドイツ連邦共和国（BRD）に対抗して建国され，「ドイツ民主共和国





（表１参照）．Dietrich/Kummer（1979: 410-411）によると，基礎学校の生物教授プラン（④ : 
Ministerium für Volksbildung der DDR 1951a）は上級学校の生物教授プラン（9 ～ 12 学年）
（③ : Ministerium für Volksbildung der DDR 1951b）と調整されると同時に，10 年制学校の
生物教授プラン（② : Ministerium für Volksbildung der DDR 1951c）とも調整されることに
なった．基礎学校の教授プランでは，「人間学」は 5 ～ 8 学年に配置されているが，生殖と個体
発生的発達はこれまでと同じように相変わらず排除され，「生殖」概念すら教材領域「脊椎動物」
や「節足動物」でも出てきていない（Tille 1992b: 384）．後２者の教授プランでは，10 年制学校
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構成されている（② : Ministerium für Volksbildung der DDR 1951c: 11-15）．
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　上級学校 11 学年の生物教授プラン（③）は，数学・自然科学のクラス B と言語系クラスの
A・C では時間数が異なるだけで（B120 時間，A・C80 時間），内容はほぼ同じである．ここで
は A と C のクラスのものを挙げておく（表 4）．
　上級学校のプランは 10 年制学校のプランと内容や構成はほぼ同じである．ただし，大きく異
なるのは，第 1 に，10 年制学校の 10 学年で取り上げられていた「人間の解剖学と生理学」が，
表４　11学年（A，C）生物の教授プラン
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上級学校では 11 学年で取り扱われていることである．そのうち，性に関する部分の「生殖器」
には，B コースで計 18 時間，A・C コースで 10 時間あてられている．また「人間の個体発生的
発達」の構成が３つから 2 つにまとめられている．第 2 に，「一般生物学」は 12 学年に移され
て，それが 1 年間教えられることになっている（B コース 90 時間，A と C コース 60 時間）．
　２．1953年上級学校生物教授プランと 1954年上級学校生物教授プラン
　その後，上級学校の生物教授プランは 1953 年（⑦），1954 年（⑨）と改訂されていく．ここ
では 1951 年の生物教授プラン（③）と比較しながら，1953 年と 1954 年の生物教授プランの特
徴を見ておく．
　（1）1951～ 1954年生物教授プランの比較
　まず 1951 年，1953 年，1954 年の 11 学年生物教授プランの言語系 A・C コース用の「人間の
解剖学と生理学」の構成を，比較してみよう（表 5）．











　これを見るとわかるように，まず第 1 に，53・54 年プランでは時間数が減っている．第 2 に，
「生殖器」に関する部分は大きくは変わっていないが，「月経サイクル」が付け加えられている．




　その後，55 年から 56 年にかけての時期には，学校改革とそれをめぐる構想が目まぐるしく変
化する．1955 年 5 月 11 日の「上級学校の 10 年制学校への変更に関する人民教育省の指令
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ソ連占領期から 1959 年までの DDR における生物教授プランの変遷と性教育
Zehnklassenschule）」（MONUMENTA PAEDAGOGICA 1970: 512-513）で従来の 8 年制基礎
学校を 2 年延長して，9 月 1 日までに 10 年制学校に改革することが決められ，同年 8 月には 10
年制学校が「中等学校（Mittelschule）」と名づけられた．また，この指令では，1956 年 6 月 1
日までに人民教育省が 10 学年用の新たな教授プランを出すとされた．そして，「DDR における
中等学校の任務と建設に関する閣議決定（Beschluß über die Aufgaben und der Aufbau der 
Mittelschule in der Deutschen Demokratischen Republik）」（MONUMENTA PAEDAGOGI-
CA 1969: 23-27）が 1956 年 3 月 15 日に出されて，中等学校は，社会主義建設を目指す社会主義









　人民教育省指令に先立つ 1955 年 3 月に，ドイツ教育中央研究所（Deutsches Pädagogisches 
Zentralinstitut: DPZI）が基礎学校における生物教授プランの基本構想案（5 ～ 8 学年）を出し
た（Deutsches Pädagogisches Zentralinstitut 1955）．これに対する Rothmaler の DPZI への
手紙（Rothmaler 1955a）をきっかけに，雑誌 BioS 編集部は旧教授プランの欠陥をめぐって討
表 6　50年代前半生物教授プランにおける性教育部分の比較（11学年）
























































以下のようなものであった（BioS 1955, Heft 5: 222）．










してその後討論が繰り広げられ，それを受けたかたちで 1955 年 11 月 24・25 日に開かれた
DPZI の生物常務委員会（die Ständige Kommission für Biologie）で集中討議され，1956 年に
「基礎学校における生物の新たな教授プランの基本構想（Die Grundkonzeption des neuen 
Lehrplan für den Biologieunterricht in der Grundschule）」（BioS 1956, Heft 2: 40-54）として
出されることになる．
　また，それと並行して，「10 年制中等学校生物の授業用教授プランの基本構想案（5 ～ 10 学
年）（Entwurf einer Grundkonzeption zum Lehrplan für den Biologieunterricht der zehnklas-
sigen Mittelschule （Klassen 5 bis 10））」も出され，討論に付される（Kühn 1956b 所収）．この













　では，この移行期の議論ではどのようなことが問題になったのであろうか．1955 年 10 月まで
の討論の状況については，Krasse（1956）が総括している．この総括でとくに注意すべきは，
憲法 37 条の学校と親の教育に関する使命，「普通教育学校の活動改善の法令（Verordnung zur 
Verbesserung der Arbeit der allgemeinbildenden Schulen）」（1954 年 3 月 4 日），ドイツ社会
主義統一党（以下，SED）第 21 回中央委員会の決議，そしてとくに 人民教育省大臣 Fritz 
Lange の論文「ドイツ民主学校とその新たな任務（Die deutsche demokratische Schule und 
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　まず 1 番目の問題についてみると，Rothmaler（1955b）は 7 学年で哺乳類に関して得られた
知識をもとに人間と衛生を扱い，そこで生殖について触れることを提案している．Pieetsch
（1955）も Rothmaler と同じような教授プラン案を作成しているが，8 学年で「人間の解剖学，
生理学および衛生」を扱うことにしている．また Mühlhausen 教育学研究所の所長である

















　こうした議論を経て，1956 年 7 月 1 日付で『中等学校生物 10 学年教授プラン』（⑩ : 
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Ministerium für Volksbildung 1956）が出され，「人間の解剖学と生理学」は 10 学年で扱われ
ることになった．ただし，その内容と構成は以下のように，これまでとは大きく変更されてお
り，56 年基本構想案にあった「個体発生」も消えてしまっている（表 9）．
　さらに，この教授プランも翌 1957 年にはまた改訂される（⑪ : Ministerium für Volksbild-
ung 1957）．A，B の項目はほとんど変更されていないが，C の項目以降が大幅に変えられてい
る（表 10）．
表 9　中等学校生物 10学年教授プラン

























































Ministerium für Volksbildung 1956: S. 4-13 より作成 .
表 10　1957年生物教授プラン（10学年）
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　次に，この 1957 年教授プランを 1954 年のそれと比較してみよう（表 11）．これを見ると，
1956・57 年の中等学校 10 年生の生物教授プランでは，1954 年プランと比べると，全体的に「人
間の解剖学と生理学」は縮小され，受精，胎児の発育，出産など生殖と個体発生に関する事柄は
まったく消え去っている．この点では，1956・57 年教授プランは 50 年代前半の教授プランより
後退していると言えよう．そのかわりに，動植物育種と遺伝学説に時間が割かれている．その理


































































































ているからである（Ministerium für Volksbildung 1957: 3）．
　もっとも，10 学年の生徒は，生殖・受精や性に関わる部分を含んでいる教科書『人間学』
（Lehrbuch der Biologie für das elfte Schuljahr. Anthropologie. これについては後述）を使用
してもよいとされている．しかし，すぐに「中等学校の 9 学年と 10 学年の生物の授業では，こ




　ではこの期間に使用されていた 11 学年用の生物教科書『人間学』（1951 年から 1959 年まで使
用）では，生殖器や人間の個体発生的発達はどのように取り扱われ論じられていたのであろう































約 4 センチ，幅 2 センチ，厚さ 1 センチの，卵形の灰青色の器官である．それは骨盤壁に隣接し
ていて，腹壁にある腹膜襞によって固定されている」（107）といった具合にである．また，戦後
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　さて，その後，先の閣議決定を受けて第 5 回教育会議（1956 年 5 月 15 ～ 17 日）が開かれ，
これまでの民主主義学校は本質的に社会主義的人間の教育を目指すことになった．そこでは次の












ぐって討論がなされ，最終的には SED 第 5 回党大会（1958 年 7 月）を経て，1959 年 1 月 17 日





































に集約され， 1959 年 12 月 2 日に「ドイツ民主共和国における学校制度の社会主義的発展に関す
る法律」（以下，1959 年学校法）が公布されていく（小出 1978, p. 164, なお，Autorenkollektiv 
1960 ＝ 1962: 邦訳 392，池谷 2011b 参照）．その結果，学校制度は次のようになった（図 2 
Anweiler 1992: 529）．
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　２．1959年の教授プラン基本構想案
　ところで，この 1959 年学校法が制定される前の 3 月に，｢ 学校テーゼ ｣ にもとづいて「10 年
制普通教育総合技術上級学校教授プランの基本構想案」（Deutsche Pädagogische Zentralinsti-
tut 1959）が出され，討議に付された後 6 月 20 日に「10 年制普通教育総合技術上級学校教授プ
ラン」（⑫: Ministerium für Volksbildung 1959a; MONUMENTA PAEDAGOGICA 1969: 260-
264）が公布され，新たな教授プランとして 9 月 1 日から発効することになる．
　この教授プランでは，Wernecke（1966: 6）によれば，次のことが課題とされた．すなわち，
SED 第 5 回党大会の決議にもとづいて，学校をさらに発展させるには，学校の生活からの隔離
というブルジョア的学校から引き継いだ根源悪を克服して，学校と生活の緊密な結合を保証し，
実践に結びついた高度の普通教育を行なうことであった．そのために導入されたのが総合技術教






　そこで，教授プラン基本構想案では，SED 第 4 回中央委員会テーゼ「ドイツ民主共和国にお





せ，彼らの知的能力を最大限に発達させること」（Deutsche Pädagogische Zentralinstitut 
1959: 5）が目指されることになる．

























Pädagogische Zentralinstitut 1959: 74）．そして第 3 に，「人間の解剖学と生理学」は，1957 年
教授プランよりも早く，8 学年と 9 学年とに分けて教えられることになった．具体的には，8・9
学年の生物の授業構成は表 13 のようになっている．
　このように，基本構想案では「人間の解剖学と生理学」は 8 学年と 9 学年に分けて 2 年間で扱
われるようになっている（計 46 時間）．ただし，性に関する項目は 9 学年に配置されている．す
なわち，8 学年では，a）哺乳類としての人間，b）支持・運動系，c） 皮膚系，d） 新陳代謝の器
109



































































































　これを見てもわかるように，第 1 に，「人間の解剖学と生理学」については，基本的には 1959
年生物教授プランは基本構想案と大きくは変わらず，2 年間にまたがり，9 学年で人間の性に関
する部分が教えられることになっている．もっとも，8 学年で教えられていた「新陳代謝の器官
系」が「新陳代謝」として 9 学年に移り，「人間の解剖学と生理学」に費やされる時間数が 46 時
間から 44 時間へと，少し減らされている．第 2 に，1959 年教授プランでも相変わらず「出産」
は扱われていない．第 3 に，生徒に指摘する項目として，新たに「青少年期のセクシュアリティ」
111
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と「人間の個体発生的発達に及ぼす放射線の影響」が挙げられている．真正面から青少年のセク
シュアリティ問題を取り上げたこと自体画期的なことであったと言えよう．
　ただし，一般的には 1959/60 学年度以降，遅くとも 1960/61 学年度以降にはこの教授プラン
にもとづいて授業がなされるような移行措置が取られている（Minisiterium für Volksbildung 
1959b）．それによると，移行期間中は，8 ～ 10 学年の内容と時間数は表 16 のようになっている．













































































（Krombholz/Lengert 1959; Kupke 1960）．1 つは，教材領域「人間の生殖器と個体発生的発達」
を 10 学年で扱うよう求めるものである．教授プランが導入されても，9 学年での授業で取り扱
うことを誤りだと考える者もいるし，親からも，子どもは 9 学年の生物の授業で人間の生殖器を
取り扱うことで堕落させられるのではないかという意見が出されていた（Trutschel 1960: 450）．
2 つめの意見は，逆にこれをもっと早く 5 学年や 7・8 学年で取り扱うよう求めるものである．
そして 3 つ目は，これが大勢的な意見だが，提案通り 9 学年で行なうべきだとするものである．
Krombholz/Lengert は次のように述べて，9 学年での取り扱いに賛成している．生徒が理解あ
る受け入れをするには，一定の成熟が必要だが，この問題を 9 学年の終わりに扱うことに対して




　後でも見るように，その後 60 年代にも，この議論は継続されていく．Baer や Kirsch らの生
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　（2）教科書『人間』をめぐって
　もう 1 つの議論は，先の問題とも関わって，教授プランでは 9 学年で「人間の生殖器と個体発






















れた信頼に応えるべきであろう」（BioS 1960, Heft 1: 17-18）．





と考えている（513）．同じように，生物教員の Bollmann も，9 学年での生殖器と個体発生的発
達のテーマを孤立させず，また準備もなく取り扱わないで 5 学年から体系的に準備をすることを
提起している（BioS 1959, Heft 11: 515）．
　こうした懸念は教員だけではなく，親の側にもあり，教員と親との間で，これをめぐって激し














　こうした別習の教授方法に対しては，2 つの点で批判されている．第 1 の批判は，DDR の学
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　次に，「人間の生殖」という節が設けられ，そこで「人間の生殖細胞」と「人間の発達」が扱
われている．全体として生理学的説明が簡潔になされ，ページ数も減り，図も 13 から 8 に減っ
ている．










































































































　もう 1 つ，この時期の生物の授業を知る手がかりとして，ドイツ教育中央研究所が 1959 年の
生物教授プランにもとづいて 1962 年に出した生物の授業についての教員向けハンドブックがあ







問題があり，改善の余地があると考えている（Baer: 1962b）．第 1 は，出産過程が扱われていな
いので，それを教材へ組み入れることであり，第 2 に，DDR の社会的発展に応じて，性病は今
日われわれのところではほとんど問題にならなくなっている．第 3 に，「青少年期のセクシュア
リティの諸問題の指摘」というだけでは，ただ「指摘」しさえすればよいとか，あるいはまった
くしなくてもよいと理解されかねない．最後に，加速化現象で思春期の開始が明らかに 2 ～ 3 年
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経サイクル」が付け加えられている．また，「人間の個体発生的発達」の部分では，「双生児
の形成」と「胎児の発育」が新たに付け加わり，「出産」が再び取り扱われようになる．


























































































⑤　1959 基本構想案と 1959 年プランは 1957 年プランに比べると格段に進歩している．10 学





4 4 4 4 4 4 4
学校です
べての青少年に性教育することになったことである．というのも BRD では 1968 年になっ
てようやく文部大臣会議で性教育に関する勧告が出され，性教育が国家として本格的にス
タートするからである（この点については，池谷 2009 参照）．
　1959 年生物教授プランの導入後，DDR では 60 年代にロストック大学を中心に Grassel や
Bach，先の Baer らは精力的に性教育の研究に取り組み，性教育に関する会議を開き，性教育の
理論と実践の総括と課題を明らかにしていく（池谷 2011c; 2011d; 2011e）．そのなかで，1959 年
の生物教授プランの問題点もまた次第に明らかにされてくる．
　その第 1 の問題点は，9 学年ではじめて生徒に性に関する事柄を教えるのでは遅すぎるという
ことである．その 1 つの理由は，性的成熟が２～ 3 年早くなっているので（性的成熟の加速化），
９学年で扱うのでは遅すぎるというものである（Baer 1962b；加速化の議論については，池谷
2012a，参照）．2 つ目の理由は，１つ目と絡むが，生徒の性的関心が 7 学年から増大していると
いう調査の事実からである（Bach 1966；Sende 1966）．3 つ目は，生徒の一部が 8 学年を終えて
学校を去っても，次の職業学校の教授プランではこの領域が考慮されていないから，9 学年以前





でも，出産と避妊の取り扱いが求められていた（池谷 2011c）．また Baer はその後の授業提案で
























 * 著者からの引用は，（1974: 5）のように，著作刊行年，ページ数の順に（　）内に記す．
【註】
１　なお参考までに，これまでの先行研究（三村和則 1989; 吉田成章 2011）では，DDR の教授プラン全
体の変遷は次のような 6 つの時期に区分されている．
　①　1945 年 9 月～ 1946 年 7 月　敗戦下での暫定的教授プラン
　②　1946 年 7 月～ 1951 年 9 月　反ファシズム・民主的学校改革のための教授プラン
　③　1951 年／ 52 年 9 月～ 1959 年 9 月　社会主義学校へ移行のための教授プラン
　④　1959 年 9 月～ 1966 年 9 月　社会主義学校成立期の教授プラン
　⑤　1966 ／ 72 年～ 1980 ／ 86 年　教育内容の現代化期の教授プラン
　⑥　1980 ／ 86 年～ドイツ統一後　本質的なものへの集中をはかる教授プラン
2　もっとも，これらの教授プランは，控えめに言えば高い科学的水準のソ連の科学者たちの諸認識を活
かしたものである（Uhlig 1975: 350），あるいはもっと露骨に言えばソ連の教授プランを書き写したも
のであったという（Neuner 2000，吉田 2011: 22）．
3　この『人間学』は，1952 年版を見ると，新たな上級学校用教授プランにもとづいて作成されたものだ
と述べられているので，依拠したのは，1951 年の教授プランだと想定される．しかし，その構成を見る
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